
 能登半島地震・障害のある人たちの支援活動ニュース

 ★食料品・生活用品の相談

 ★病院への移動支援や付き添い

 ★傾聴などの精神的支援

 ★室内の片づけ

 ★家屋修理や生活費の相談

 ★福祉制度に関する相談

 ★避難所などからの引っ越し支援　

やわやわと

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！

～障害のある人のSＯＳ・相談お待ちしています～

～新しい年をむかえ、能登に心を寄せ、復興を願う～
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https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing
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「やわやわと」は

能登の言葉で

「ゆっくり・急がず」

2026年、年始の能登支援。支援初日から雪が降

り寒い日が続きました。「仕事が始まり頑張る利用

者」「冬休みが終わり学校が始まる利用者」など環境

が大きく変わる時期。頑張る皆さんを見て感動しま

した。 支援に入るたびに少しずつ景色が変わってい

く能登。そして変わらない支援と被災地への思い・・。

ずっと続いて行くことを望みます。次のクールでは

同じく青森から支援が続きます。雪が降る時期こそ

青森の本領発揮です。そして、津軽弁が難しかったら

ごめんなさい。

（青森 あいゆう工房 八木橋敏晃）
～年明けの白米千枚田～

初めての能登支援で、とても緊張していましたが、82クー

ルの皆さんがとてもあたたかく、沢山助言していただき、助け

られ、胸が熱くなりました。

今回、一互一笑に入らせていただき、年明けの「かるた」に

参加しました。職員も利用者さんも一生懸命で、とても楽しま

れていました。1週間のという短い期間でしたが、少しでも皆

さんのお力になればと思い、支援をさせていただきました。こ

れからも、できる限り微力でも復興の支援ができたらなと思

います。

（福井 ハスの実の家 岩田あかり）

JDF能登半島地震支援センター

センター長 田中 弘幸

協力団体との連携により、

とりくんでいます

～楽しい かるた大会～
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～一歩ずつ　やわやわと～

【ＪＤＦ能登半島地震支援センター】 〒926-0175 石川県七尾市和倉町カ18
TEL 070-3288-2303 FAX 050-3457-6915 E-mail jdfnotoshien@gmail.com

＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。

○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236
口座名:日本障害フォーラム災害支援金

○ 郵便振替口座:00120-2-750236
口座名:日本障害フォーラム災害支援金 https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1

ホームページULRとQRコード

～作業を終え 休憩の一コマ～

今回で7回目のご縁を頂き、お正月明けの能登に来ました。

視察途中にも、新規のニーズの連絡があり、まだまだ支援を受けたい人、助けて欲しい人はおら

れるのだなと実感しました。

あすなろふたばぱいんの会では、断捨離と備品の整理をメンバーの方と管理者の方と取り組み

ました。様々な物品を1階から2階に運び整理しました。力持ちのメンバーの活躍を見せていただ

き力強いなと思いました。震災から2年が経過し、新たな活動への取り組みの準備や災害に向けて

の準備を着々に進められています。

一方で、人口減少、人材不足の問題は国をあげて取り組んでもらうべき課題です。まずは奥能登

のエッセンシャルワーカーの確保が進むことが、日本の未来につながると思います。奥能登の実践

が日本の未来の道標になると思うので、ALL JAPANで取り組んでもらいたいと思います。

（滋賀 社会福祉法人蒲生野会 内田智教）

今回、初めて能登支援に参加し、やなぎだハウスの活動

に継続的に入らせていただきました。年始とのことで向

かいにある体育館に置いていた荷物を運び出す所から

参加させていただきました。12月に改修工事が完了した

建物に備品が置かれていくと少しずつ日常が戻ってきて

いるような印象を受けました。

少しずつではありますが一日も早い復興が行われるこ

とを願うとともに微力ながら、これからもお手伝いでき

たらと思います。

（東京 ワークセンターこむたん 高橋君章）

月曜日から金曜日までの5日間、やなぎだハウスでの支援

活動を担いました。聴覚障害の方がおられる事業所とのこと

でコミュニケーションがとれるかとても不安でしたが、初日か

らあたたかく迎入れてくださり、とっても嬉しかったです。作

業内容は紐切りメインで活動しました。やなぎだハウスの震災

直後の画像と動画の様子を見せていただき、とても衝撃を受

けました。近くの川が氾濫した様子、作業所が浸水してドロの

除去の様子を…とても心が苦しかったと同時にこれからも人

手が足りていない現状に支援が継続されていくことを強く願

いました。 （熊本 わいわい虹の村 福山光輝）
～紐切り作業の様子～


